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全体会で発表する兵庫県 井戸知事 

日本側推進委員長 金沢市 山野市長 

第３回日仏自治体交流会議が開催されました 

～フランス・シャルトル市に日仏４２自治体が集結～ 

交流親善課 

 

 

 

 

 

 

  会議が開催されたシャルトル市はパリの南西

約９０km に位置するウール・エ・ロワール県の

県庁所在地であり、ＵＮＥＳＣＯの世界遺産に登

録されたシャルトル大聖堂を有する歴史の町で

す。会議の前後には、コンピエーニュ市及びパリ

市が主催する視察や意見交換を目的としたプロ

グラムも開催されました。 

 8 月 29 日、シャルトル劇場には、日本の１５ 

自治体と関連団体から６５名、フランスの２７自治体と関連団体から７０名が一堂に会し、

『グローバル化への対応に向けて、自治体は如何に備えるべきか』をテーマに、活発な意見

交換が行われました。 

 全体会では、藤本章 仙台市副市長が『東日

本大震災からの復興と再生可能エネルギーの構

築』と題して、大震災の被害と復興の現状や同

市が推進する省エネルギー・新エネルギー関連

プロジェクトを説明されました。古田肇 岐阜

県知事は、『岐阜県のグローバル戦略とフランス

との交流』について、井戸敏三 兵庫県知事は、

『ひょうごの防災とグローバル戦略』と題して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日仏交流 150 周年を記念して、2008 年 10 月にフランス・ナンシー市で開催された「日仏自

治体交流会議」は、多くの自治体の賛同を得て、2010 年 5 月に第 2 回会議が金沢市で開催さ

れ、１対１の自治体間交流の枠組みを超えた多面的な自治体交流のモデルを提起してきました。

本年８月２８日から８月３０日に渡り、フランス・シャルトル市において第３回会議が開催され、

自治体のグローバル化への対応策について熱心な議論が交わされました。 

第３分科会で取組を紹介する松島町 大橋町長 日仏交流優良賞受賞スピーチを行う仙台市 藤本副市長 
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※下線部は、各分科会の座長自治体。 

 

両県の取組やフランスとの交流について発

表しました。 

 午後からは、会場をシャルトル市庁舎に

移し、「経済の革新」、「文化の革新」、「持続

可能な発展、生活環境における革新」の３

分科会（右表）に分かれて、発表と討議を

行いました。 

また、今回の第３回会議から、日本とフ

ランスの先進的な自治体間連携を選定し表

彰する「日仏交流優良賞」と、市民ととも

にグローバルな問題を議論する「市民との

対話集会」が新たに加わりました。 

「日仏交流優良賞」は、東日本大震災で

被災した仙台市に対する姉妹都市のレンヌ

市による積極的な支援や交流活動が評価さ

れ、両市が受賞しました。 

閉会式では、マセ駐日フランス大使が最

終宣言を読み上げて第3回日仏自治体交流

会議の成功を祝福し、次回２０１４年の開

催地を日本の高松市とすることを宣言しま

した。続いて登壇した大西秀人 高松市長

から、高松市の魅力紹介と第 4 回会議への 

参加要請がなされ、満場の拍手で会議は幕 

を閉じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議の概要 

テーマ 『グローバル化への対応に向けて、自

治体は如何に備えるべきか』 

全
体
会
発
表 

仙台市副市長  藤本 章 

岐阜県知事 古田 肇 

兵庫県知事  井戸 敏三 

シャルトル市長・下院議員  

ジャン=ピエール・ゴルジュ 

ナンシー市助役  

ジャン=ミシェル・ベルルモン     

オート・ノルマンディー州議長  

マルク＝アントワーヌ・ジャメ 

フランス都市連合議長・上院議員・元大臣 

ミッシェル・ドゥルバール 

イッシー・レ・ムリノー市長・元大臣  

アンドレ・サンティニ   

分
科
会 

①経済の革新 

甲府市、甲州市、佐久市、桜井市、高松市 

コンピエーニュ、ナント、パリ、セーヌ・

エ・マルヌ、ヴァル・ド・ワーズ、シャル

トル 

②文化の革新 

金沢市、富岡市、新潟市、朝来市 

オータン、コンピエーニュ、ナンシー、ナ

ンシー大都市共同体、トゥール（Tours） 

③持続可能な発展、生活環境における革新 

松島町、白河市、佐賀市、仙台市 

マラコフ、トゥール（Toul）、レンヌ、シ

ョワジ・オ・バック、マルセイユ、タラス

コン（コンピエーニュ） 

市
民
と
の
対
話
集
会 

テーマ『グローバル化に対して、各自治体

が市民のために取り組んでいること』 

富岡市、朝来市、桜井市、高松市 

クサック・フォール・メドック、レンヌ、シ

ャルトル 

第 4回高松会議での再会を誓った参加者 

当会議の詳細は、『自治体国際化フォーラム 1 月号』で紹介する予定です。次回会議へのご

参加や当会議へのご質問は、ＣＬＡＩＲ交流親善課（日仏自治体交流会議日本側推進委員会

事務局）までお気軽にお問い合わせください。 

 電話：03-5213-1723  電子メール：shimai@clair.or.jp 
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第 3 回日仏自治体交流会議 最終宣言 

 

2012年 8月 27日から 31日 フランス共和国シャルトル市にて  

 

2012年 8月 27日から 31日にわたってシャルトル市において開催された第 3回日仏自治体交流会議に参加し

た 15の日本側自治体と 27のフランス側自治体は以下の宣言を採択した。 

 

2008年にフランス共和国ナンシー市で開催された第 1回日仏自治体交流会議の成功と、2010年 5月に日本の

金沢市で行われた同会議の成功に引き続き、2012年 8月にはフランス共和国シャルトル市で第 3回日仏自治

体交流会議が開催された。 

本会議は参加したフランスと日本の自治体にとって、出会い、交流し、絆を深める更なる機会となった。 

常に推移しグローバル化する世界の中における、自治体とその発展に直接係る数々の重要なテーマが連日討議

された。 

 

今回の第３回日仏自治体交流会議が 2011年 3月に日本で起きた大災害を受けて特別な性格を持つものになっ

た事は特筆すべきである。 

この機会に日本とフランスの数々の絆は、日本の友人を気遣うフランス市民を結びつけるのに役立ち、そして

その強い繋がりは全国的な団結へと発展した。それに伴い、第 3回日仏自治体交流会議の推進委員会はフラン

ス側の自治体に、日本で被害を受けた地方の復興支援に参加するように呼びかけた。それら自治体のイニシア

チブによって始められた活動の多くは、地方の市民団体に引き継がれるものとなった。 

 

この情勢を踏まえ、今回の第３回日仏自治体交流会議ではフランス側推進委員会が自然災害のリスク、ひいて

は住民の生活の質を題材にした分科会を提案した。 

 

日仏自治体交流会議での対話をとおし、グローバル化という経済と社会にとっての好機、そしてそれによる発

展というチャンスをより良く活用する為の日本とフランスの自治体の政策を学び合う事ができた。このグロー

バル化は確かに、特に経済と文化の面において新しい展望を開くものである。従って日仏自治体交流会議によ

る革新的発展は我々自治体の住民の生活の質を高める事に寄与するものである。 

 

その為、地方自治体による自立的な活動促進を図る日本とフランスの 42の首長は、第 3回日仏自治会交流会

議の為にシャルトル市に集い、ナンシー市と金沢市の最終宣言を尊重しつつ、両国の自治体で深く関心を持た

れているテーマについての対話の場を持った。 

 

テーマは、日本側とフランス側の推進委員会の共同作業によって、其々の自治体が優先的に関心を持つ全ての

利益を考慮して選択された。 

 

本会議の為に選ばれたメインテーマは、「グローバル化への対応に向けて、地方自治体は如何に備えるべきか」 

である。この新しい経済の動きに伴い全ての自治体がそれに順応し体制を整えている訳だが、其々の自治体に

独自の方法がある。全体会議では、グローバル化から最良の利益を得る為の個々の自治体の取組の経験が紹介

された。 
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分科会のテーマは従って自治体を活性化させる為の好機であるグローバル化についての考察から派生するも

のとなった。分科会の 3つのテーマは以下の通りである。 

 

－経済の革新 

－文化の革新 

－持続可能な発展、生活環境における革新 

 

第 3回日仏自治体交流会議では自治体間のグッドプラクティスの分かち合いをより発展させる為に 2つの革

新が登場した。1つは日仏の自治体間に模範的な協力があるケースに与えられる賞で、もう 1つは第 3回日仏

自治体交流会議の枠内で、広く関心を持たれているテーマを住民と分かち合う為に一般に門戸を開いた市民参

加フォーラムである。 

 

全ての日程を終え、参加者は、地方の魅力の増大に関する問題を解決し、観光開発に関する挑戦をし、市民の

生活の質を向上させる為のイノベーションを扱った第 3回日仏自治体交流会議の有用性に対する認識を再度

新たにした。 

 

討論では其々の自治体がフランス、そして日本というアイデンティティーを尊重しながら、個々の強みである

特徴、そしてその価値を高めて行く事の重要性が明確になった。 

 

従来の１対１の姉妹都市間の交流をさらに発展させて、日仏自治体交流会議のネットワークを活かした多面的、

かつ実質的な自治体交流・自治体協力の枠組みを構築し、例えば、幅広い分野での研修交流や各自治体が有す

る魅力ある情報の共有に関して、日仏自治体が相互に協力していくことが確認された。 

 

経済の革新： 

   《日本側自治体》 

自  治  体  名 発  表  内  容 

桜井市 観光・産業創造都市の実現に向けて 

甲府市 食によるまちおこし 

甲州市 グローバリズム社会におけるスローライフの追求 

佐久市 佐久市の農業 

高松市 創造都市・高松 

   《フランス側自治体》 

自  治  体  名 発  表  内  容 

コンピエーニュ 経済発展の鍵は革新 

ナント ヨーロッパ経済発展のための情報化社会政策 

パリ ビジネスの目的地、パリ 

セーヌ・エ・マルヌ県 持続可能なまちづくりを目指して 

ヴァル・ド・ワーズ県 大阪府とヴァル・ド・ワーズ県の高等教育機関における学術交流と技術交

流について 

シャルトル 革新的な経済発展と調和のまち、シャルトル 
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◆自治体間の次の２点における協力について結論を得た 

○新たな情報技術とそれぞれの地域資源の強みを活かした観光を振興するため、将来に向けて自治体同士の 

信頼関係を強化し、協力を発展。 

○二国間の特徴のある取組事例を通じて情報を交換することにより、それぞれの自治体間における専門的な 

分野のクラスターの向上。 

 

文化の革新： 

   《日本側自治体》 

自  治  体  名 発  表  内  容 

新潟市 文化が有する創造性を活かす 

金沢市 学術・文化とものづくりの担い手の多様な交流によるものづくり基盤の強

化 

富岡市 観光用の新しい情報ツール 

朝来市 芸術文化による交流（バルビゾン・朝来市） 

    

《フランス側自治体》 

自  治  体  名 発  表  内  容 

オータン 情報テクノロジーを駆使した写本の復元と解釈 

コンピエーニュ 文化施設の見直しと活用 

ナンシー ２０１３年 ナンシー ルネサンス効果 

ナンシー大都市共同体 観光事業 総括的ストラテジー  

トゥール ガストロノミー・地域および国際場面における持続可能な発展要素 

 

◆自治体間の次の３点における協力について結論を得た 

○若者や職人交流を行うことで互いのノウハウの交流が図られ、二国間のよりよい相互文化理解につながる。

○有形・無形文化財を活用するため、文化観光事業振興事例（ベストプラクティス）の共有を図る日仏自治  

体間のネットワークを築くことが必要である。 

○文化交流に新たに文化観光というアピールポイントを含め、日仏自治体交流会議事務局において戦略的な

文化観光・体験メニューの作成を研究していくことが合意された。 

 

持続可能な発展、生活環境における革新： 

   《日本側自治体》 

自  治  体  名 発  表  内  容 

白河市 東日本大震災からの復興 

松島町 観光の再生 

佐賀市 環境都市さが 

仙台市 仙台市の復興 
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《フランス側自治体》 

自  治  体  名 発  表  内  容 

マラコフ 災害と人々の行動。宿命的な自然災害 

トゥル どのようにリスクに対処するか 

レンヌ 地震や津波を受けた後の仙台市との連帯：復興へ向けた取組への支援 

ショワジ・オ・バック 治水事業について：調整池活用による洪水への対応 

マルセイユ 都市リスクに対する予防と管理 

タラスコン 主要なリスクの一元管理とタラスコンの「リビング・ラボ」 

 

◆自治体間の次の３点における協力について結論を得た 

○自然災害、産業などの人為的な災害の予防分野における自治体の経験の共有 

○住民、特に移住を余儀なくされた被災者並びに青少年を支援するための法的、物理的、心理的支援の実施 

○新エネルギーの活用促進、それらに向けた地域の革新的かつ率先的な行動の強化、地球環境を保護しつつ

生活の質を改善する持続可能な開発におけるプログラムの自治体間連携 

 

日仏交流優良賞の表彰： 

この金沢市とナンシー市の発案で発足した賞は、フランスのレンヌ市が 2011年 3月 11日の未曾有の大惨事

の後、その姉妹都市である日本の仙台市に有効な援助活動をした事により、レンヌ市と仙台市に授与された。 

 

結論： 

我々は、過去の開催市であるナンシー、金沢、そして今年の開催市であるシャルトルとコンピエーニュのエネ

ルギーと有能さに敬意を表するものである。 

これまでの会議の成功と、2国間の交流の発展に鑑み、日仏自治体交流会議を定期的に開催する事の重要さを

認識し、2014年には日本の高松市で第 4回日仏自治体交流会議を開催する事に合意した。 

 

その為フランス側と日本側の推進委員会を継続して緊密なコミュニケーションを保つ事を決定した。 

 

日仏交流優良賞を継続し、市民に門戸を開いたフォーラムの成功を受けて、2国間の住民の、特に若い世代の

友情を深く培う為に今後も継続する事を決定した。 

 

我々はグローバル化する経済の中で、自治体がその活力によって力強くまた継続的な成長を続ける事を願うも

のである。 

 

我々はグローバル化とは自治体の住民の為の持続的な発展と進歩に向けた原動力である事を宣言する。 

 

また我々は高松市で再会できる事を喜びとし、日本とフランスの自治体の交流を奨励し、それにより日本とフ

ランスの平和と友情に寄与し、それがひいては世界市民の友情の模範となるよう努める事を誓うものである。 

 

2012年 8月 30日フランス共和国シャルトル市にて 


